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調 査 期 間 平成11年12月1日～平成11年12月15日





調 査 担 当 堅木　宜弘（文化行政係主事）
調 査 期 間 平成19年1月9日～平成19年3月31日












調 査 期 間 平成19年12月3日～平成20年3月31日









調 査 期 間
［整理作業］ 平成20年度
平成20年6月12日～平成21年3月20日

































下 戸 層  
金 北 山 層  
真 更 川 層  
相 川 層  
入 川 層  
粘板岩・砂岩 



























































































































































































































































































































































地区名 鉱山名(別名) 鉱石種別 時代 分布調査 遺跡周知化 出典 絵図資料 備考 
1 両津 白瀬銀山 銀 江戸 無 無 佐渡年代記 佐渡国略記 
2 両津 久知川鉱山 不明 不明 無 無 
3 両津 柿野浦木金山 砂金 中世～江戸? 無 無 佐渡国略記 舟崎文庫 史料では「黄金間歩」の名前が 見える。 
4 両津 岩首木金山 砂金 中世～江戸? 無 無 
5 両津 岩首鉱山 不明 不明 無 無 
6 両津 両尾鉱山 不明 不明 無 無 
7 両津 片野尾鉱山 不明 不明 無 無 
8 両津 月布施鉱山 不明 不明 無 無 
9 両津 野浦鉱山 不明 不明 無 無 





 銀? 江戸･近現代? H11～14 無 H14年度分布調査報告書刊行 
24 相川 大浦鉱山  銀? 江戸 無 市�303
25 相川 稲鯨鉱山  銀? 不明 無 無 
28 佐和田 野坂鉱山  銀? 江戸? 無 市�449
29 佐和田 真光寺鉱山  金･銀? 不明 無 無 坑道崩落により埋没という。 





31 金井 白硫黄銀山 (白岩尾銀山) 銀 江戸 無 無 舟崎文庫 坑道有り。 
33 真野 花見沢銀山 銀 江戸 H14 市�902 川上家文書 
36 真野 滝脇銀山 銀 不明 無 無 山本家文書 山本家 ※背合銀山と同一か 
37 真野 小立大須鉱山 不明 不明 H14 無 




































26 相川 二見鉱山  銀? 江戸･近現代 H11～14 市�304 H14年度分布調査報告書刊行 ゴールデン佐渡 所有近代鉱区図 







17 相川 鹿野浦鉛山 (高千鉱山)
 金･銀･ 





35 真野 大須三貫目銀山 (三貫目沢鉱山) 銀 江戸 H14 市�904
県遺跡台帳「三貫目沢鉱山跡」 
※大須銀山の一部か。 


























23 相川 小川銅山 銅 江戸･近現代? H11～14 無 H14年度分布調査報告書刊行 ゴールデン佐渡 所有近代鉱区図 
佐渡年代記 
佐渡国略記　他 









銀 江戸･近現代? H11～14 無 H14年度分布調査報告書刊行 ゴールデン佐渡 所有近代鉱区図 
佐渡年代記 
佐渡国略記　他 
























14 相川 入川銀山 (高千鉱山) 銀･鉛 
江戸･近代 




















































































































































































































































































































































No. 遺跡名 時代 種別 備考 No. 遺跡名 時代 種別 備考 
1 にいやの田 縄 遺物包含地 21 
竹田城跡 室 城館跡 2 小布勢 縄 遺物包含地 22 
雑田城跡 室 城館跡 3 
藤塚貝塚 縄 貝塚 県指定史跡 
三宮貝塚 縄 貝塚 23 
吉岡城跡 室 城館跡 4 
若宮 弥・古・奈・平 遺物包含地 
24 
吉岡元城跡 室 城館跡 5 
豊田浜田 縄・奈・平 遺物包含地 
25 
渋手城跡 室 城館跡 6 
三貫目沢東・西古墳 古 古墳 県指定史跡 
26 
滝脇城跡 室 城館跡 7 
蝦夷塚第1号・第2号古墳 古 古墳 県指定史跡 
27 
西三川城跡 室 城館跡 8 
ケラマキ第1号～第6号古墳 古 古墳 県指定史跡 
28 
笹川城跡 室 城館跡 9 
大須第1号～第3号古墳 古 古墳 県指定史跡 
29 
法名院塚 中世？ 塚 陵墓参考地 10 
大立蝦夷沢古墳 古 古墳 県指定史跡 
30 
笹川拾八枚 近世 鉱山跡 
11 
佐渡国衙跡 奈 古墳 
31 
カジ屋敷 近世 鉱山跡 
12 
四日町高野 平 遺物包含地 
32 
せりば 近世 鉱山跡 
13 
庚門塚 平 遺物包含地 
33 
鉄砲場 近世 鉱山跡 平成13・14年調査 
14 
竹田沖条里 奈 条里跡 
34 
砂金江道跡 近世 鉱山跡 平成13・14年調査 
15 
下国府 奈・平 遺物包含地 国指定史跡 
35 
花見沢銀山跡 近世 鉱山跡 
16 
佐渡国分寺跡 奈 寺院跡 国指定史跡 
36 
大須銀山 近世 鉱山跡 
17 
仲畑 平 遺物包含地 
37 
三貫目沢鉱山跡 近世 鉱山跡 
18 
経ヶ峰窯跡 奈 窯跡 
38 
背合銀山 近世 鉱山跡 地点不明 
19 
小泊窯跡群 奈 窯跡 県指定史跡 
39 
田切須鉱山跡 近世 鉱山跡 
40 




















































































































































































































































































































































































































































































































稼所名 所在地 1ヶ月請負高 請負者 
○史料十　「堤及び江道」『西三川村誌』（年代不詳） 






























































































足利健亮 1971 「国府と郡家」『佐渡の歴史地理』 古今書院
今井浤二ほか 1968 『佐渡国府緊急調査報告書』1 真野町教育委員会











木村康裕ほか 1995 『羽茂町内遺跡確認調査報告書Ⅱ－小泊窯跡群』 羽茂町教育委員会
木村康裕ほか 1996 『羽茂町内遺跡確認調査報告書Ⅲ－小泊窯跡群』 羽茂町教育委員会
小菅徹也 1988 「西三川砂金山の歴史地理」『地質ニュース』407号　科学技術社













本間周敬 1948 『西三川村誌』 西三川村役場
本間嘉晴ほか 1969 『佐渡国府緊急発掘調査報告書（若宮遺跡）Ⅱ』 真野町教育委員会
本間嘉晴ほか 1977b 『竹田沖条里』 真野町教育委員会・畑野町教育委員会
本間嘉晴ほか 1977c 『下国府遺跡』 真野町教育委員会
本間嘉晴ほか 1978 『竹田沖条里』 畑野町教育委員会・真野町教育委員会
本間嘉晴ほか 1989 『藤塚貝塚』 真野町藤塚貝塚発掘調査団
真野町史編纂委員会 1976 『真野町史』上巻　真野町教育委員会
矢野牧夫 1989 「Ⅱ-3（2）渡島半島における砂金採取のあゆみ」『今金町美利河1・2砂金採掘跡』 財団法人
北海道埋蔵文化財センター
山本　仁 1960 『佐渡の古城址』1 佐渡文化プリント社
山本　仁 1961 『佐渡の古城址』2 佐渡文化プリント社
山本　仁ほか 1985 『渋手城址』新潟県佐渡郡真野町大字豊田渋手城址緊急発掘調査報告書　真野町教育委員会




山本　仁ほか 1996b 『経ヶ峯窯跡』 真野町教育委員会
山本仁・羽生令吉・羽二生正夫　2004 『西三川砂金山石組遺構調査報告書』 佐渡市教育委員会
山室恭子 1992 『黄金太閤　夢を演じた天下びと』 中央公論社
若林篤男 2004 『史跡佐渡国分寺跡周辺確認調査報告書　佐渡国分寺Ⅰ』 佐渡市教育委員会
























Kajiyashiki remains and Seriba remains
1. Kajiyashiki remains and Seriba remains are both in Nishimikawa of Sato City, Niigata Prefecture; the former is
located at 240 Aza Kajiyashiki and the latter is at 391 Aza Seriba. They are set in the Kosado hills, approximate 3km
inland from the Mano bay. The locations are approximate 130m up in the hills adjacent to Tatenokoriyama. They are
on the northern rim of the region related to the remains of Nishimikawa alluvial gold deposits (in Sasagawa district).    
2. Excavation activities were done by a research body led by Sado City Board of Education in 2006 and 2007 (fiscal
years). The activities were associated with roadway improvement of the route Shizudaira-Nishimikawa.  
3. The roadway improvement rendered other excavation activities in 2001 and 2002 (fiscal years); they were
designated as the first and the second researches. These activities discovered remains of a blacksmith’s workshop,
waterways and roads for alluvial gold mines in the modern ages. The region (A and B sections) of this research
adjoin the regions surveyed by the first and the second researches on the north west side and Kajiyashiki remains on
the north east side.
4. This research discovered waterway remains that are considered to be an extension of the rock work waterway
discovered by the first and the second researches. It was discovered based on the investigation of historical materials
that the waterway remains had the water source in Toyota of Mano district and the overall length of 1.4km or longer.
Furthermore, it was assumed that the remains were a part of the water way established in 1851 and 1852 (the 3rd and
4th of Kaei) and the final form of “Toriake Fushin” which means “digging up a tunnel after it was blocked due to
falling” in order to collect alluvial gold through a process digging down the bottom part of the storage site for
crushed stones from mining.
5. A measurement survey of a set of rock work remains located in the IIF1 grid was done. It can be a blacksmith’s
workshop at the time of placer mining.
6. Remains of another rock work (accumulated crushed stones) that seems to have been used at the time of placer
mining were also discovered in the section D adjacent to Seriba remains.
7. Not a relic was discovered.
8. Judging from the fact that remains of the waterway was discovered and the accumulated conditions of crushed
stones, we can conclude that the scope of the known Kajiyashiki remains and Seriba remains should be extending
over the region that including this research area.




関 連 資 料
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第 27図　「西三川砂金山全図」 ［舟崎文庫］
関 連 資 料
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　　　　　　第 28図　「笹川十八枚村　本田畑・新田畑分布村絵図」 ［金子勘三郎家文書］
関 連 資 料
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第 29図　「西三川金山当時稼所墨引」 ［味方家寄託資料］
関 連 資 料
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第 30図　「笹川十八枚村砂金山絵図」 ［金子勘三郎家文書］


































「鑛山 　地方鑛山 　西三川」砂金山（嘉永四年［一八五一］ ）
『佐渡國史』
関 連 資 料
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一 　十五番川堤 　長拾五間 　但幅五間 　深九尺
此水則十五番川筋之水也右水上は軽井川ニ御座候
一 　上虎丸山堤 　長八間 　但幅五間 　深サ五尺
是は下黒山村字海老ヶ沢関口より堤頭迄江道長弐千弐拾五間
一 　下虎丸山堤 　長八間 　但幅深右同断
是ハ笹川十八枚村字落合関口より堤頭迄江道長弐百間是ハ上稼所土砂流し落し此用水ニ而流し仕候
一 　杉平堤 　長八間 　但幅五間 　深サ五尺
是ハ瀧平村之内字岩塚関口より堤頭迄江道
長千六百弐拾間有之内七ヶ所釣樋有之
一 　鵜峠山堤 　長拾間 　但幅三間 　深サ五尺
是ハ瀧平村之内字上黒山村軽井川下割留より堤頭迄江道長千三百七但し右用水ニテ仕付候下黒山村田地之内六町餘分有之候間、田干魃之節用水引取候旨田子之者共願出候ニ付相糾し 處、寶永六子年かなこ共より取置 扱證文其外差出候ニ付、相川御役所へ申候處、田子のもの共願通御聞済有之旨、銀山掛廣間役より達有之
一 　成由山堤 　長拾八間 　但幅三間 　深九尺
是ハ江道筋渋手村之内字鷹葛沢関口 成由澤迄千弐百有之、但字さらゝより堤頭迄弐百四拾五間有之但五社屋山當時御休山ニ付右用水芳ヶ澤ノ水モ成由山江溜ニ掛リ申候






















に付取明候はゝ相應出方永續可致旨其筋之者共申立候へ共御入用多分に付右申立大石并川裾柄山と取除要用之ヶ所相撰手限入用を以手當為致候處便利宜相成既に去ル一ヶ年分取揚ヶ三百五匁餘に相成此小判積百廿両餘と取揚入用四十両餘御益 外普請中柄山流佛別段御入用不相掛九十目餘取揚候分前分三百目餘打合上納可仕右之高に相成候はゝ三十年来 揚高にて右試普請様子 て相分り
引續立残山并中



































































〔 「當時相用候稼所堤并江道間数之事」 『金子勘三郎家文書』 〕
　
史料十


































　一ヶ月請負高 　川穿に而一ヶ月三匁づつ之請負也　一 砂金三匁 　根笹平 　かなこ弐丁廿日
是ハ天明三午年九月迄大須三貫目沢相稼候處、不景気ニ付御免御願、右場所へ立替被仰付、十月分より請負通り取揚候積り虎丸山打込稼に相成未三月より
　右同断　一 同六匁 　水戸尻 　かなこ四丁五日
是ハ右同断成由山不景気ニ付右場所へ同断是ハ未六月より稼相止右 へ替山相願
　右同断 　川々札穿　一 同三匁 元鵜峠山 かなこ三丁
是ハ天明六午年十月砂金山大口山相稼度
段相願、 被仰付相稼候處不景気ニ付相止、同七未年二月川々札穿相願、同三月分より書面請負通被仰付有之






















費用銭四百二十一貫文ヲ支出シ工事ヲ起スコトヽス而シテ前例ニ依レハ其ノ工夫ハ近郷十九ヶ村今ノ西三川村全部及真野羽茂二村ノ各一部ナリヨリ徴発スルコトナレトモ ナル笹川村ハ田畑少クシテ産業モ乏シケ ハ仝村ニテ此ノ工事ヲ請負ハシメハ一村経済上便利ナルヘシトテ他村高掛人夫ヲハ停止スルコトヽセリ「鑛山 　地方鑛山 　西三川」砂金山（天明五年［一七八五］ ）
『佐渡國史』
































一ヶ月御請負高 　西三川村一 　砂金五匁 　杉平山 　かなこ四丁
是は天明五巳年五月十一日より御取明御普請取掛り六月九日皆出来、御請負高は十月分より相極申候右御普請御入用は左之通り
　元伺書六拾一貫七百六拾三文 　此人足千五人　　一 　銭五拾八貫四百六拾四文 　人足賃銭　元伺書高釣樋木品並堤樋蓋入用五貫百文　　一 　銭四貫八百三 六文　　二口〆 六拾三貫三百四文 　正御
伺高と差引　三貫五百五拾九文 　減相立候分
　此山所不景気にて願之上中抦山へ人数打込稼に相　成未年より御休山　　一ヶ月請負高 　高崎村地　　一 砂金四匁 　鵜峠山 かなこ三丁
是は天明巳年六月十八日より御取明御普請取掛り、七月七日迄に而皆出来、請負高は十月



















































山 　影平 　虎丸 　中柄山 　中立 　五社屋 　
杉平 　筑後 　
立残
流 　大川 　十五番 茶屋 割留 　五挺樋
水戸 　両開
堤 　青池 　五社 　峠 　筑後 　杉平 　影平 　
虎丸 　赤池 　中立











　一ヶ月御請負高 　中柄山 　かなこ拾三丁　一 砂金七拾目　右同断 中平山 　同七丁　一 同三拾弐匁五分
此の弐ヶ所天明五巳年二月迄川稼候處両山共不景気に付両山境通り抦山取除打込稼仕度断相願、願通被仰付有之
小立村
　同　一 砂金拾五匁五分 　立残山 　四丁
是ハ不景気ニ付天明五巳年成由山ヘ立替リ相願、願通被仰付有之當時御休山
倉谷村
　一ヶ月御請負高　一 砂金三拾四匁 上中柄山 　かなこ四丁半
是ハ右同断ニ付天明四辰年十五番川へ立替リ相願右願通被仰付有之當時御休山




　 　 　　　沢 山 當 　村 　九兵衛
是ハ右同断當時御休山
　壱ヶ年御請負高 　大須村　一 砂金百目余 　三貫目澤 かなこ三丁
是ハ天明四辰年十月人足弐百七拾人拝借銭弐拾貫文被仰付、十一月廿七日出来右御普請中田上戸牛次・高木與一郎出役、跡掛り丸田彌一右衛門被仰付巳年三月十 日御免 森庄兵衛被仰付午年三月廿五日御免、掛跡リ砂金役両人へ被仰付此稼所不景気ニ付願之上 笹平へ立替被仰付
















































































































































































































































下黒山村割留沢 　同屋敷澤 　田切須村両開 　西三川村高仙
　外砂金有之村々
背合川 　河茂川 　大野白土山柿野浦黄金山 　渋手上野 　二見から川
　此六ヶ所砂金出候宛有之金山之 　もの試候由
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報 告 書 抄 録
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せりば遺跡 砂金採取跡 近世 石組遺構
ふ り が な かじやしきいせき・せりばいせき
書 　 　 名 カジ屋敷遺跡・せりば遺跡
副 書 名 一般県道静平西三川線改良事業発掘調査報告書
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